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アグネスは　いつも教
きょう

会
かい

で　神
かみ

さまに　おいのりをしていました。

いまに　じぶんが　世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

びとから　マザーテレサと　

よばれることになろうとは、ゆめにも　おもっていませんでした。
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あるとき　テレサは、みちばたで　たおれている　女
おんな

の人
ひと

をみつけました。

コルカタの町
まち

には　家
いえ

のない人
ひと

が　たくさん　います。くすりは　もちろん、

たべるものもなく、病
びょう

気
き

になっても　外
そと

で　ねていることしか　できないのです。

この人
ひと

たちを　たすけるために　わたしは　インドへきたのだと　

テレサは　おもいました。
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マザーテレサが　どんなときにも　こころがけていたのは

みぢかで　つらいおもいをしている人
ひと

を　みすてないことでした。

その　やさしいきもちは　いまも　世
せ

界
かい

中
じゅう

で　たいせつにされています。

27

マザーテレサが　どんなときにも　こころがけていたのは

みぢかで　つらいおもいをしている人
ひと

を　みすてないことでした。

その　やさしいきもちは　いまも　世
せ

界
かい

中
じゅう

で　たいせつにされています。



マザーテレサ
MOTHER TERESA

1910−1997

28

1925年
ねん

　15歳
さい

のときに姉
あね

と
（左

ひだり

側
がわ

がアグネス）

　マザーテレサの本
ほん

名
みょう

は、アグネス・ゴンジャ・ボヤジュといいます。

　ギリシャのとなりにある北
きた

マケドニア共
きょう

和
わ

国
こく

*¹ の首
しゅ

都
と

スコピエで生
う

まれ、両
りょう

親
しん

と姉
あね

、兄
あに

の５人
にん

家
か

族
ぞく

で育
そだ

ちました。両
りょう

親
しん

は熱
ねっ

心
しん

なキリスト教
きょう

徒
と

*² で、こまっ

ている人
ひと

がいれば、すすんで手
て

をさしのべるあたたかな家
か

庭
てい

でした。しかし、ア

グネスが９歳
さい

のときに父
ちち

が急
きゅう

死
し

します。

　12歳
さい

のときに、アグネスは遠
とお

い国
くに

でまずしい人
ひと

びとを助
たす

ける宣
せん

教
きょう

師
し

になりた

いと思
おも

いました。その後
ご

、18 歳
さい

でアイルランドにあるロレット修
しゅう

道
どう

院
いん

に入
はい

り、

そのわずか数
すう

週
しゅう

間
かん

後
ご

にはインドへと旅
たび

立
だ

ちます。そこで修
しゅう

道
どう

女
じょ

としての修
しゅ

行
ぎょう

を続
つづ

け、20歳
さい

のときにテレサという名
な

前
まえ

をもらいました。そして、コルカタ *³ にあ

る聖
せい

マリア高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

の教
きょう

師
し

として長
なが

年
ねん

にわたって地
ち

理
り

を教
おし

えました。のちには

校
こう

長
ちょう

もつとめています。学
がっ

校
こう

は修
しゅう

道
どう

院
いん

の中
なか

にあり、とてもめぐまれた環
かん

境
きょう

でした

が、壁
かべ

の外
そと

には家
いえ

も食
た

べ物
もの

もない人
ひと

びとがあふれていました。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

や

インドの独
どく

立
りつ

と分
ぶん

裂
れつ

をめぐる争
あらそ

いの結
けっ

果
か

、多
おお

くの難
なん

民
みん

がコルカタにおしよせたた

めです。

　36歳
さい

になったテレサは、もっともまずしい人
ひと

びとのために働
はたら

くことを決
けつ

意
い

し

て修
しゅう

道
どう

院
いん

をでます。病
びょう

人
にん

のせわをするために看
かん

護
ご

の基
き

礎
そ

をまなび、たったひとり

でスラム街
がい

にむかいました。このときにテレサが選
えら

んだ服
ふく

が、インドの女
おんな

の人
ひと

が

きるサリーのなかでいちばんそまつな白
しろ

い木
も

綿
めん

の布
ぬの

に青
あお

いふちどりのあるもので

す。貧
ひん

困
こん

からぬけだすには教
きょう

育
いく

が重
じゅう

要
よう

だと考
かんが

えるテレサは、子
こ

どもたちに文
も

字
じ

を
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教
おし

えはじめます。教
きょう

室
しつ

も黒
こく

板
ばん

もなく、地
じ

面
めん

に棒
ぼう

で文
も

字
じ

をかく青
あお

空
ぞら

教
きょう

室
しつ

でしたが、

テレサを慕
した

って子
こ

どもたちが集
あつ

まり、やがて場
ば

所
しょ

や教
きょう

材
ざい

の寄
き

付
ふ

をする人
ひと

たちがあ

らわれます。かつての教
おし

え子
ご

たちもテレサの手
て

伝
つだ

いにかけつけました。

　テレサは「神
かみ

の愛
あい

の宣
せん

教
きょう

者
しゃ

会
かい

」をたちあげ、その長
ちょう

としてマザーとよばれるよ

うになりました。

　マザーテレサは、インドでもっとも多
おお

くの人
ひと

に信
しん

仰
こう

されているヒンズー教
きょう

寺
じ

院
いん

のかたすみの建
たて

物
もの

をかりると、そこを「死
し

を待
ま

つ人
ひと

の家
いえ

」と名
な

づけました。路
ろ

上
じょう

でたおれている人
ひと

びとを運
はこ

びこんで最
さい

期
ご

をみとるためですが、キリスト教
きょう

をおし

つけることはせずに、それぞれの宗
しゅう

教
きょう

にのっとって見
み

送
おく

りました。回
かい

復
ふく

のみこみ

がない病
びょう

人
にん

であっても人
ひと

として敬
うやま

うべきであり、なによりつらいのは、だれから

も相
あい

手
て

にされないことだというのがマザーテレサの考
かんが

えだったのです。

　また、マザーテレサは親
おや

のいない子
こ

どもたちの家
いえ

もつくりました。子
こ

どもがふ

えて食
た

べ物
もの

がたりなくなり、空
くう

港
こう

に交
こう

渉
しょう

して飛
ひ

行
こう

機
き

の遅
おく

れや欠
けっ

航
こう

で捨
す

てられる

機
き

内
ない

食
しょく

をまわしてもらったこともあります。さらにハンセン病
びょう

*4患
かん

者
じゃ

のもとへ

も、ボランティアの医
い

師
し

をつれてでかけました。街
まち

中
なか

に投
な

げすてられているココ

ナッツの殻
から

を回
かい

収
しゅう

してマットや敷
しき

物
もの

、ロープやタワシなどをつくることを思
おも

いつ

いたのもマザーテレサです。ゴミを利
り

用
よう

してお金
かね

をかせぎ、環
かん

境
きょう

美
び

化
か

にもなる仕
し

事
ごと

は、患
かん

者
じゃ

たちの自
じ

立
りつ

を助
たす

けました。

　やがて神
かみ

の愛
あい

の宣
せん

教
きょう

者
しゃ

会
かい

の活
かつ

動
どう

は世
せ

界
かい

中
じゅう

へと広
ひろ

がりました。1979 年
ねん

、ノーベ

1930年
ねん

　20歳
さい

1971年
ねん

　61歳
さい




